
ア

メ
リ

カ

の
ヴ

ィ
ク
ト

リ

ア

ニ
ズ

ム
と
申
産

階

級

常

松

洋

,アメ リ カめ.ヴ ィク ト リア ニ ズ ム と中 産 階級

は

じ

め

に

本
稿
の
主
題
は
、

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ

(合
衆
国
)
に
お
け
る
中
産
階
級

の

男
女
関
係

・
結
婚

・
家
族
と
そ
れ
を
支
え
た
理
念
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
実

態
と
変
容
で
あ
る
。
偽
善
や
二
重
規
範

(と
り
わ
け
女
性

へ
の
厳
し
い
制
限
)
と

い

っ
た
消
極
的
側
面
が
言
及
さ
れ
る
こ
と

の
多
い
こ
の
観
念
形
態
は
、
し
か
し
、

多
様
な
価
値
を
内
包
し
て
い
た
。

コ
ゥ
ベ
ン
は
自
制
的
で
あ

る

こ
と
馬

時
間
厳

守
、
規
律
正
し
さ
、
勤
勉

・
禁
欲

・
誠
実
、
所
有
権
の
尊
重
、
家
族
と
家
庭

町
重

リ
ス
ペ
ク
タ
ピ
リ
テ
イ

視
、
敬
虔
と
篤
信
、
名
誉
心
、
体
面
尊
重

な
ど
の

「美
徳
」
を
列
挙
し
て
い
を
。

白
人
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
限
定
さ
れ
た
価
値
体
系
だ

っ
た
か
ら
、
状
況
に
よ

っ

て
は
否
定
的
な
も
の
に
変
質
す
る
可
能
性
も
あ

ウ
た
け
れ
ど

(
〔。。〕
も

誌
)
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
ズ
ム
は
、

二
〇
世
紀

へ
の
転
換
期
に
大
き
な
危
機
を
迎
え
、

一
九
二
〇
年
代
の

「
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
の
革
命
」
が
そ
0
弔
鐘
に
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

一
九
世
紀
末
以
降
の

一
世
代
は
、
離
婚
率
の
上
昇
、
出

生
率

の
低
下
、
社
会
進
出
を
果
た
し
、,
伝
統
的
役
割
分
担
を
拒
否
す
る

「新
し
い

女
性
」

の
登
場
、
よ
り
親
密
な
男
女
交
際

の
定
着
な
ど
、
以
後
の
ア
メ
リ
カ
を
特

徴
づ
け
る
現
象
の
出
現
を
目
撃
し
た
。
し
か
も
、
女
性
参
政
権
の
実
現
が
離
婚
率

め
上
昇
を
も
た
ち
し
た
と
の
主
張

(
骨
出

℃
冠

ω゚窃
)
が
示
唆
す
る
よ̀
う
に
、、
こ
れ

ら
の
現
象
は
、
当
時
、
相
互
に
関
連
し
あ
う
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
同

時
代
の
直
感
は
、
ど
の
程
度
ま
で
、
正
当
性
を
主
張
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

第

一
章

ヴ

ィ
ク

ト
リ

ア

ニ
ズ

ム

の
受
容

一
九
世
紀

へ
の
転
換
期
は
、

一
世
紀
後
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
根
本
的
な
変
化
の
時
期
だ

っ
た
。
、独
立
革
命
に
続
く
国
家
体
制
の
整
備
後
の

急
速
な
経
済
的

・
空
間
的
発
展
、

つ
ま
り
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
購
入
に
よ
る
広
大

な

「
西
部
」
の
獲
得
と
イ

ン
デ

ィ
ア
琶
迫
害
を
必
然
的
に
伴

っ
て
の
開
拓
、
そ
れ
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
内
陸
闘
発
ー

当
初
ば
五
大
湖
周
辺
を
中
心
ど
し
た
運

河
闘
鑿
と
水
利
開
発
、
後
に
ば
鉄
道
建
設
i

、

一
八
=

一年
の
戦
争
を
契
機
に

東
部
で
進
展
し
た
工
業
化
な
ど
だ
げ
で
は
な
い
9

旨
噴

ロ
ヅ
パ
諸
国
と
同
じ
よ
う

に
、・
広
く

「近
代
化
」
と
表
現
さ
れ
る
過
程
に
よ

っ
て
、
民
主
的
要
因
を
胚
胎
す

る
新
し
い
人
間
観
.・
世
界
観
が
出
現
し
始
め
て
も
い
た
。

ご
の
よ
う
な
状
況
下
、
東
部
の
諸
都
市
に
形
成
さ
れ

つ
つ
み

っ
た
中
産
階
級
を

中
心
に
、
家
族
の
形
態
や
概
念
も
変
化
す
る
。
子
供

・
病
人

、・
老
齢
者
の
世
話
に

責
任
を
も
つ
、
宗
教

ボ
経
済
活
動
の
基
本
的
単
位
と
い
う
植
民
地
時
代
の
機
能
が

相
対
的
に
低
下
し
た
。
夫
婦
と
そ
の
子
供
で
構
成

さ
れ
る
核
家
族
は
、
独
立

・
自

恃

・
野
心
な
ど
新
し
い
世
界
観
に
合
致
す
る
価
値
を
育
む
ど
同
時
に
(.
競
争
を
特
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窓史

徴
と
す
る
外

の
世
界
と
対
照
的
な
美
徳

の
場
に
な

っ
た
。
結
婚
観
も
変
化
す
る
。

財
産
上
の
考
慮
を
優
先
さ
せ
る
二
家
族
間
の
経
済
的
取
引
か
ら
、
当
事
者

二
人

の

愛
情
を
重
視
す
る
も
の
に
な

っ
た
。
個
人
の
幸
福
が
結
婚
の
第

一
の
目
標
に
な

っ

て
ゆ
く

(
〔ドc。〕
℃
℃
や
ド①
ρ

baN
O
脚
〔boO〕
讐
唱
歹
心
ω
ム
刈
)
。

結
婚
の
前
提
と
な
る
求
愛
行
動
も
変
化
し
た
。
デ
ミ
リ
オ
と
フ
リ
ー
ド

マ
ン
の

『
秘
め
事
』
に
よ
れ
ば
宀

一
八
二
〇
年
代
頃
ま
で
価
そ
れ
は
公
然
と
行
わ
れ
て
い

た
。
若

い
男
女
は
、
性
別
境
界
線
が
ま
だ
画
然
と
引
か
れ
て
い
な
い
世
界
で
と
も

に
働
き
、
教
会
に
出
か
け
、
社
交
活
動

に
参
加
す
る
過
程
で
自
然
に
愛
情
を
育
ん

だ
。
婚
前
交
渉
も

一
般
的
で
、

一
八
世
紀
末
に
は
、
新
婦
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が

妊
娠
し
た
状
態
で
式
に
臨
ん
で
い
た
と

い
う
。
し
か
し
、
都
市
中
産
階
級
が
階
級

と
し
て
出
現
す
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
間
で
は
、
公
然

た
る
求
愛
行
動
が
廃
れ
始
め
る
。
男
女

の
愛
情
表
現
は
私
的
な
も
の
に
な
り
、
女

性
の
家
庭
が
そ
の
舞
台
と
な

っ
た

(
口
昌
"
℃
娼
為
ω
為
α)
。

共
和
主
義
の
影
響
下
、
伝
統
的
な
家

父
長
主
義
や
諸
制
度
が
力

を
失

っ
た
か

ら
、
構
成
員
間
の
関
係
が
民
主
的
で

「
個
人
主
義
的
な
」
家
族
理
念
が
定
着
し
て

ゆ
く

(
〔①
〕
ら

』
ご

〔卜。O
〕
℃
℃
℃
』
ωム
刈
)。

し
か
し
、

そ
れ
は
家
族
の
絆
を
弱
体

化
さ
せ
る
よ
り
、
強
化
す
る
方
向
に
働

い
た
。
人
臼
動
態
的
に
も
経
済
的
に
も
流

動
性
が
高
く
、
行
政
機
構
が
未
整
備
だ

っ
た
社
会
で
は
、
家
族
が
個
人
の
生
存
に

も
秩
序
維
持
に
も
不
可
欠
だ

っ
た

(
〔①
〕
ら

貸゚

S

ら

』
G。
い
〔悼
ω〕
"
℃
°峯
)。

一

九
世
紀
末
に
も
な
お
強
い
女
権
反
対
論

は
、
女
性
は

「世
帯
の
投
票
に
よ

っ
て
代

表
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
た

(
〔置
〕
"
や
ω
α)
が
、

女
性

の
政
治
参
加
を
離
婚

の
増
加
と
直
結
さ
せ
る
立
場
と
平
仄
を
合
わ
せ
て
い
た
し
、
な
に
よ
り
家
族
の

一

体
性
を
強
調
し
て
も
い
た
。

家
父
長
の
権
威
が
失
わ
れ
た
今
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
実
現
さ
れ
う
る
の
か
。

新
興
で

「
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
」
存
在

(
〔出
℃
。
ゲ
巷

H゚
)
で
あ
る
が

ゆ
え

に
、

自
分
の
社
会
的
地
位
や
自
己
定
義
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
中
産
階
級
は
、
家
族
的

一
体
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
立
し
え
た
の
か
。
拠
り
ど
こ
ろ
と

な

っ
た

の
は
、

イ

ソ

テ

リ

ア

「
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
内
面

(生
活
)」

で
あ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
人
間
の
尊
厳
、

感
受
性
の
強

い
良
心
、
両
親

の
子
供

へ
の
責
任
感
を
骨
子
と
す
る
こ
の
心
性
は
、

同
時
代
の
西
欧
世
界
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
が
、
南
北
戦
前
期
の
ア
メ
リ
カ
で
は

と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
帯
び
た
。

「社
会
的
混
乱
と
個
人
の
自
由
に
対
す
る
防

壁
」
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
る

(
〔ジ

題

ω゚
心ム
ω
い
〔ω〕
島

竃゚
)
。

し
か
し
、
そ
の
家
族
モ
デ
ル
は
非
常
に
脆
く
壊
れ
や
す
く
、
家
長
の
無
責
任
で

放
埒
な
行
動
に
よ

っ
て
簡
単
に
崩
壊
す
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。

そ
れ

を
防
ぐ

に

は
、
内
面

(的
価
値
)
の
外
面
化
に
し
く
は
な
い
。
家
族
の
結
束
の
可
視
的
表
現

で
あ
る
家
屋
と
家
族
構
成
員
の
規
律
化
が
そ
の
役
割
を
担
う
。
規
律
化
と
は
具
体

的
に
は
、
男
性
に
中
産
階
級
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と

(
文
化
と
洗
練
の
場
で
あ
る
居
間
が
そ
の
舞
台
と
な

っ
た
)、

公
的
手
段
に

よ
る
中
産
階
級
的
価
値
の
実
現

(
女
性
が
禁
酒
運
動
に
熱
心
だ

っ
た
の
は
、
過
度

の
飲
酒
が
家
長
に
ょ
る
無
責
任
な
行
為
の
代
表
的
事
例
だ

っ
た
か
ら
で
あ

る
)
、

そ
し
て
生
活
全
般
を
統
括
す
る
倫
理
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
採
用
で
あ
る
。

フ
ァ
イ
リ
ー
ン
は
、
こ
の
倫
理
観
が
フ
ラ
ン
ス
革
命

へ
の

「
逆
上
し
た
反
応
」

と
し
て
、

一
七
九
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
出
現
し
た
と
考
え
る
。
下
層

・
上
流
両

階
級
を
安
全
な
行
動
範
囲
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
で
秩
序
維
持
を
は
か
る
努
力
に
起

源
を
も
ち
、
や
が
て
性
道
徳

へ
と
重
心
を
移
す

こ
の
価
値
体
系
は
、
数
十
年
後
に

大
西
洋
を
渡
り
、
存
在
証
明
を
模
索
す
る
中
産
階
級
に
よ

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た

と

(
口
出
"
℃
°鐙
い
〔ド㊤〕
噂
や
H
①{)
。

一
八
三
〇
年
頃
ま
で
、

革
命
思
想
の
影
響

も
あ

っ
て
、
独
身
女
性
が
政
治

・
経
済

・
社
会
の
領
域
で
自
立
と
自
由
を
享
受
し
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アメリカのヴィクトリアニズムと中産階級

て
い
た

(
口
oぴ〕
"
や
目＄
誇

B
O〕
"
℃
°α
0
や

〔漣
ピ

や
ド
OO
)
こ
と

か
ら
も
、
こ
の

説
明
法
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、

一
世
代
と
た
た
な

い
う

ち

に
、
独
身
女
性
は
、
非

(反
)
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ニ
ズ

ム
的
で

「危
険
な
階
級
」
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
。

新
た
な
役
割
を
帯
び
始
め
た
中
産
階
級

の
家
庭
の
内
実
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

だ

っ
た
の
か
。
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
よ

っ
て
生
産
的

機
能
を
奪
わ
れ
て
消
費
を
専
ら
に
す
る
施
設
に
な
り
、

「家
族
革
命
」
と
表
現
さ

れ
る
変
貌
を
遂
げ
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
に
は
、
い
く

つ
か
の
要
因
が
複
雑
か
つ
有

機
的
に
絡
み
あ

っ
て
い
た
。
ま
ず
第

一
に
ー

以
下
に
み
る
経
過
は
、
断
る
ま
で

も
な
く
、
同
時
並
行
的
に
進
展
し
た
も

の
で
あ

る
1

性
別
役
割
分
担
が
生
じ

プ
ロ
ヴ
ア
イ
ダ
た

た

。

男

は
扶
養

者

と

し

て
家

の
外

で
働

き

、

女

性

は
妻

・
主

婦

・
母

親

と

し

て
家

庭

を

守

る
べ

き

も

の
と

さ

れ

る
。

そ

れ

は

ま

た
、

生

産

と

消

費

と

い
う

任

務

分

担

を

も

意

味

し

て

い
た

(
〔占

"
o
ゲ
螢
℃
°α
い
〔○。
〕
}
℃
°
ω
い
〔Φ
〕
"
娼
や

O
O
-
①
①
)
。

こ

の

こ
と

と
密

接

に
関

連

し

て
、

第

二
に
、

家

庭

へ
の
期

待

や

そ

の
意

味

が

変

化

す

る
。
家

庭

は
、
熾

烈

な

競

争

が

展

開

す

る
外

の
世

界

と

は
対

臙

的

な
、
男

が

新

た
な

戦

い

に
備

え

て

休

息

す

る

城
館

と

見

な

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た
。

静

謐

で
美

ブ

ラ

イ

バ

シ

さ

徳
が
支
配
す
る
洗
練
の
場
、
な
に
ょ
り
個
人
の
私
生
活
が
保
証
さ
れ
る
施
設
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
で
は
冷
静
な
、
時

に
は
敵
に
容
赦
な
い
戦
士
で
あ
る
男
も
、

家
庭
に
帰
れ
ば
妻
や
子
供
に
優
し
い
夫

・
父
親
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
〔H呂
"

b
気
9

〔ド。。〕
ら

μ
8
{)。
家

の
外
と
内
が

こ
う
し
て
劃
然
と
分
け
ら
れ
た
結
果
、

男
性
は
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
。
外
の
原
理
を
家
庭
に
持
ち
込
む
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
が
、
内

の
道
徳
を
競
争
世
界
に
持
ち
出

せ
ば
、
敗
残
者
に
な
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
る

(
〔。。〕
も

歹
P

N鎗
)
。
男
性

は
深
刻
な
矛
盾
に
直
面
し
た
。

こ
の
内
と
外

(
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な

る
が
、
以
下

「
公
私
」
と
い
う
表
現
も
用

い
る
)
の
領
域
の
区
分
は
、
女
性
に
は
ど
う
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
家
庭
に
閉

じ
込
め
ら
れ
、
外

へ
の
進
出
を
禁
じ
ら
れ
た
女
性
は
、
男
性
が
直
面
し
た
よ
う
な

公
私
の
二
面
性
に
悩
む
こ
と
は
な
か

っ
た

(
〔H◎。H

や
旨
①
)。

し
か
し
、
安
ら
ぎ

や
洗
練
と
い

っ
た
側
面
が
強
調
さ
れ
、
神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
家
庭

の
保

持
を

一
任
さ
れ
た
か
ら
、
女
性
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
る
。
そ
れ
が
安
ら
ぎ
と

洗
練
の
場
で
あ
る
た
め
に
は
、
妻

・
母
親
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
、
夫
に
は
愛

情
深
く
忍
耐
強
く
、
子
供
た
ち
に
は
慈
愛

に
満
ち
た
厳
し
さ
で
接
し
、
家
事
を
き

ち
ん
と
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
代
が
下
る
と
、
義
務

の
不
履
行
は
離
婚

に
直
結
し
た

(
〔Hり
〕
"
署

ω゚O
l自
)
。

家
庭
が
神
聖
で
あ
る
以
上
、
女
性
も
神
聖
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア

ニ
ズ

ム
は
そ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
も
応
え
た
。
性
的
貪
欲
、
気
紛
れ
、

知
的
劣
等
な
ど
否
定
的
要
因
か
ら
な

っ
て
い
た
従
来

の
女
性
観
が
、

こ
こ
に
覆
さ

れ
る
。
純
潔
や
貞
淑
、
敬
虔
や
道
徳
的
優
越
や
自
己
犠
牲
を
女
性

の
属
性
と
決
め

つ
け
る
新
し
い
理
念
、
二
重
規
範
に
裏
打
さ
れ
た

「真

の
女
性
崇
拝
」
が
出
現
し

た
の
で
あ
る
(
〔出
も

ド゚鷲
い
〔に
〕
讐
娼
気
9

〔困○。〕
℃
歹
旨
黷
脚
〔NO
〕"
や
α
辞

〔卜。心
〕
℃

や
ド①
N)
。
女
性
は
性
的
欲
望
と
は
無
縁
で
、
生
殖
の
た
め
に
だ
け
性
行
為
に
応
じ

る
受
動
的
存
在
と
も
さ
れ
た
。
実
際
に
は
、
女
性
が
愛
情

の
性
的
側
面
を
期
待

・

享
受
し
て
い
た
こ
と
は
、
ゲ
イ
や
リ
ス
ト
ラ
が
実
証
的
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が

(
〔卜。占
い
〔ドo。〕
堕
o冨
や
ω)
。

家
族
革
命

の
第
三
の
局
面
は
子
供
数
の
減
少
で
あ
る
。

一
九

世
紀

の
百
年
間

で
、
そ
れ
は
七
人
強
か
ら
約
三

・
五
人

へ
と

半
減
し
た

(
ロ
H〕
層
℃
や
α
。。
"
罵
合

〔H心
〕
も

瘴゚
)
。
子
供
に
労
働
力
や
家
計
の
補
助
を
期
待
す
る
農
家
や
下
層
階
級

の

家
族
で
は
、
世
紀
転
換
期
に
な

っ
て
も
な
お
出
生
率
が
高
い
ま
ま
だ

っ
た

(
移
民

女
性
の
出
産
数
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
白
人
女
性
の
ほ
ぼ
倍
だ

っ
た
)
か
ら
、
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窓史

都
市
中
産
階
級
の
間
で
は
も

っ
と
低
下
し
て
駆

た
ほ
ず
で
あ
る

(
〔ω
〕
"
娼
ぱ゚
)
。誤

医
療
技
術

・
栄
養
状
態

・
衛
生
施
設
の
向
上
や
改
善
に
よ

っ
て
幼
児
死
亡
率
が
低

下
し
、
、多
い
子
供
が
経
済
的
負
担
に
な

っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
の
帰
結
だ

っ
た

・と
言
え
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
明
確
な
家
族
戦
略
に
基
づ
い
て
も
い
た
。

ω
家
族
の
規
模
を
制
限
し
、
よ
り
少

な
い
子
供
の
養
育

・
教
育
に
費
用
と
愛
情

を
傾
注
す
る
、
②
中
産
階
級
と
し
て
の
地
位
の
達
成
と
体
面
保
持
に
必
要
な
価
値

を
子
供
に
教
え
込
む
、
③
子
供
た
ち
は
、
よ
り
長
く
親
の
世
帯
に
留
ま
り
、
両
親

め
監
視
と
経
済
的
支
援
の
期
間
を
長
期
化
さ
せ
、
㈲
拡
張
し
つ
つ
あ
る
頭
脳
労
働

の
世
界
で
の
就
職
に
不
可
欠
な
手
段
、

よ
り
高
度
の
教
育
を
受
け
る
、
⑤
中
産
階

級
め

「
揺
り
籠
」
か
ら
巣
立

っ
た
若
者

は
、
自
ら
の
地
位
を
確
立
で
き
る
ま
で
結

婚
を
遅
ら
せ
る
、
そ
れ
は
小
家
族
の
再
生
産
を
促
す
か
ら
、

一
連
の
家
族
戦
略
が

以
後

の
世
代
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と

に
な
る

(
〔出
"
や
H。。ご

〔卜⊃ω〕
℃

℃
や
H①
お

H
留
宀)
。

社
会
的
経
済
的
な
地
位
の
達
成
と
確
保
に
は
、
-晩
婚

ξ
少
産

を
骨
子
と
す
る
家
族
戦
略
が
不
可
欠
だ

っ
た
。

、

,

消
費
も
家
族
戦
略
の

一
環
と
な
る
。

「社
会
的
体
面
を
表
現
し
、
職
工
の
粗
野

な
世
界

〔下
層
階
級
〕
と
流
行
の
人
工
的
な
世
界

〔上
流
階
級
〕
と
か
ら
、
自
ら

の
家
族
を
峻
別
で
き
る
振
舞
の
獲
得
を
容
易
に
す
る
U
環
境
の
形
成
が
、
消
費
の

機
能
や
目
的
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
カ
ー
ペ

ッ
ト

・
ソ
フ
ァ
・
ピ
ア

ノ
な
ど

の
家
具
が
設
え
ら
れ
た
居
間
こ
そ
、
彼
ら
が
社
会
的
地
位

へ
の
要
求
を
実

現
す
る
た
め
の
舞
台
で
あ
り
、
そ
の
努
力
の
可
視
的
表
現
だ

っ
た
。

一
八
五
七
年

の

『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』
誌
で
、
長
靴
を
履

い
た
脚
を
机
に
乗
せ
、
室
内
で
も
帽
子
を

脱
が
ず
、
食
物
を
ナ
イ

フ
で
口
に
運
び
、
外
国
製
の
絨
毯
に
さ
え
タ
バ

コ
の
噛
み

汁
を
吐
き
出
す
と
非
難
さ
れ
た
男
性
が
、
妻
に
よ

っ
て

「文
明
化
」

さ
れ

る

に

は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
が
必
要
だ

っ
た

(
〔占
も

μ
。。ω
)
。

゜
し
か
し
こ
の
戦
略
に
は
問
題
点
も
あ

っ
た
。

一、八
六
九
年
の

『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』

が
懸
念
し
た
よ
う
に
、
消
費
を
掌
る
女
性
が

「娯
楽
と
流
行
に
あ

ま

り
に
も

没

頭
」
し
て
い
る
た
め
、
子
供
が

「あ
る
程
度
ま
で
な
し
で
済
ま

さ
れ

る
べ
き
支

出
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と

(
〔ω〕
"
歹
嵩
)
。

「な
ぜ
若
者
が
結
婚

を
延

期

す

る

の

か
」
(
§

(
卜
畠
§

妨
甼

ミ
偽
き

ミ

§

N)

㊤
占

O
(
ω
Φ
讐

゜
H
c。
⑩
悼
ソ

℃
無
)
と
い
え
ば
、
自
分
の
収
入
で
は
、

女
性
に

「彼
女
の
父
親
の
家
庭

の
快
適

さ
」
を
保
証
で
き
な
い
と
考
え
、
求
婚
を
躊
躇
す
る
若
者
が
増
加
し
た
こ
と
。
家

庭
が
洗
練
や
上
品
さ
を
強
調
す
る
あ
ま
り

「女
性
化
」
し
て
し
ま
い
、
少
な
く
と

も

一
部
の
男
性
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
申
産
階
級

の
家

庭
に
は
、
そ
の
解
体
要
因
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

第

二
章

ヴ

ィ
ク

ト
リ

ア

ニ
ズ

仏
の
動
揺
一

一
九
世
紀
半
ば
に
は
、
家
庭
と
家
族
が
中
産
階
級
の
生
活
の
中
心
に
な
り
、
外

の
世
界
と
の
対
比
に
お
い
て
神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
、
中
産
階
級

の
価
値
体
系
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
家
族
間

-
夫
婦
間
の
親
密
な
関
係
を
保
証
す
る

一
方
で
、
彼
ら
の
親

密
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
義
反
復
的
言
い
回
し
を
す

る
な
ら
馬
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
大
事
な
の
は
家
族
が
大
事
だ
か
ら
で
あ
り
、
愛
情
が

重
要
な
め

は
そ
れ
が
唯

一
の
家
族
形
成
原
理
だ
か
ら
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

愛
情
と
結
婚
と
の
前
提
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
か
が
破
綻

を
来
せ
ば
、・
こ
の
シ
ス
テ
ム
全
体
が
崩
壊
し
よ
う
。

そ
し
て
世
紀
末

に

は
、

家

庭

・
家
族
が
危
機
的
状
況
を
呈
し
て
い
た
。

一
八
六
七
年
か
ら

一
九

二
九
年
ま
で
の
約
六
〇
年
間
で
人
口
は
四
倍
に
、
結
婚

件
数
は
五
倍
に
な

っ
た
が
、
離
婚
件
数
は
二

一
倍
と
飛
躍
的
に
増
加
し
、

一
九
二
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○
年
代
末
に
は
、
結
婚
六
組
に
つ
き

一
組
が
離
婚
で
終

わ

っ
て

い
た

(
〔置
〕
℃

℃
』
P

ロ
Φ〕
"
や
b。
)。

諸
州
は
、
ア
メ
リ
カ
の
離
婚
率
が
世
界
最
高
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た

一
八
八
九
年
以
降
、
離
婚
を
阻
止
す
べ
く
そ
の
手
続
き
を
厳
し
く
し

た
。
離
婚
の
法
律
上
の
根
拠
は
四
百
以
上
か
ら
二
〇
以
下
に
減
ら
さ
れ
、

ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
…
は
不
倫
と
遺
棄
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
不
倫
の
み
を
離
婚
理
由
と
し
て

残
し
、

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
離
婚
を
全
面
禁
止
に
し
た
。

離
婚
と
再
婚

の
間

の
待
機
期
間
や
、
離
婚
申
し
立
て
の
条
件

で
あ
る
州
居
住
期
間

も
延

長
さ

れ
た

(
〔H¢
〕
"
梦
転
い
〔卜。O
〕
"
℃
°HO
Φ
)。

こ
れ

ら
規
制
の

「効
果
」
の
ほ
ど
は
、
上
述
の

数
字
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

他
方
、
チ
ュ
ダ

コ
フ
に
よ
れ
ば
、

一
九
世
紀
最
後
の
三
半
世
紀
か
ら

一
九
二
〇

年
代
ま
で
、
諸
都
市
を
中
心
に
独
身
と

い
う

「流
行
病
」
(
〔9
"
℃
絹
ω
)
が
猖
獗

を
極
め
た
。

一
八
九
〇
年
に
は
、

一
五
歳
以
上
の
全
男
性
の
約
四
割
が
独
身
で
、

人
口
十
万
人
あ
た
り
の
結
婚
数
は
、

一
八
七
〇
年

の
九
八
組
か
ら
九

一
組

へ
と
減

少
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
同
時
期
の
ヨ
:
担
ッ
パ
諸
国
と
比
べ
る
と
か
な
り
大
き

い
と
は
い
え
、
近
年
の
そ
れ
を
除
け
ば

ア
メ
リ
カ
史
上
最
低
の
数
字
で
あ
る
。
こ

の
現
象
に
つ
い
て
、
チ

ュ
ダ

コ
フ
は
、

男
女
間
の
数
的
不
均
衡
や
経
済
的
側
面
か

ら
の
説
明
を
い
ず
れ
も
却
下
し
、
商
業
娯
楽
の
発
展
が
新
し
い
男
女
関
係
を
成
立

さ
せ
た
と
す
る
文
化
的
理
論
を
、
さ
し
あ
た
り

の
結
論
と
し
て
い
る

(
〔①〕
"
題

゜

ミ
ー"
ご

〔届
〕
℃
や
器
Q。{)
。

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
が
、

一
つ
の
問
題
が
生
じ
る
。

一
八
九

〇
年
以
降
、
と
り
わ
け
女
性
の
間
に
、
結
婚

へ
の
期
待
が

(
そ
れ
ゆ
え
、
幻
滅
と

離
婚
率
も
)
高
ま

っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
厄
介
な
こ
と

に
隔
結
婚
願
望

の
高
揚
の
理
由
が
、愛
情
と
平
等
を
原
理
と
す
る
民
主
的
夫
婦
関
係

の
出
現
に
求
め
ら
れ
て
い
る

(
〔Hω
ど

b
や
刈o。10。
ω
い
〔ドO〕
芦
℃
や
メ

①O
ふ
翻

〔卜。
α〕
"

㍗
犀
黯
)
。
夫
婦
関
係
の
民
主
化
は

一
八
三
〇
年
代
頃
に
は
実
現
し
て
い
た
(
〔ω
〕
"

℃
℃
気
O
占
ド。。)
は
ず
だ
と
い
う
の
に
。

し
か
し
、

こ
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
棚
上
げ

に
し
て
お
く
。
離
婚
率

の
上
昇
と
は
両
立
す
る
結
婚

へ
の
期
待
の
増
大
は
、
独
身

者
の
比
率
の
高
さ
と
は
ど
の
よ
う
に
同
居
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
八
九
〇
年
以
降
、
独
身
者
の
比
率
は
逓
減
し
結
婚
率
は
漸
増

し

て

い
る
か

ら
、

結
婚

へ
の

(
変
質
し
た
)
期
待
の
増
大
が
ま
ず
確
認
で
き
る

(
後
述
)
。

ま

た
独
身
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
出
生
率
と
同
じ
く
、
都
市
中
産
階
級

の
比
率
が
突

出
し
て
全
体

の
数
字
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

一
八
九
〇
年
、
三
〇
歳
か
ら
三
四

歳
で
な
お
独
身
の
男
性
の
比
率
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し

て
い
た

(
〔9
℃
づ
α゚O
)。
結
婚
率
上
昇
が
、

男
女
間
の
年
齢

の
接
近
と
い
う
変
化

を
伴

っ
た
可
能
性
は
あ
る

(
〔漣
〕
ら

目゚
齦
)
が
、

世
紀
転
換
期
が
独
身
者
の
時

代
で
も
あ
り
、
離
婚
の
増
大
と
と
も
に
、
伝
統
的
制
度
と
し
て
の
結
婚
と
家
族
の

変
容
を
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
。

結
婚
は
、
自
由
恋
愛
論
者
が
言
う
よ
う
に
、
「不
快
な
便
法
」
「惨
め
な
失
敗
」

「野
蛮
な
遺
物
」

「男
女
双
方
に
と

っ
て
の
奴
隷
制
的
な
鎖
」

(
〔悼
悼〕
り
や
漣
に
)

に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
の
か
。
伝
統
的
な
立
場
は
反
論
を
試
み
る
。

「結
婚
が
家
族

の
基
本
で
あ
り
、
家
族
は
、
市
民
社
会

の
有
機
的
単
位
に
し
て
社
会
秩
序
の
大
錨

で
あ
る
」
か
ら
、
離
婚
と
い
う
問
題

の
考
察
に
際
し
て
は
、
社
会
の
利
益
が
第

一

に
、
個
人
の
利
益
は
二
義
的
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
離
婚
手
続
き
の
簡
略

化
は

「国
家
の
権
利
を
完
全
に
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
」。

一
八
八
四
年

の
論
文

で
、

「
結
婚
と
離
婚
」
を
考
察
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
事
ノ
ア

・
デ
イ

ヴ

ィ
ス
の
発
言

(
〔ω〕
"
℃
°鬻
)
は
、
制
度
と
し
て
の
結
婚

・
家
族
擁
護
論
の
代
表

的
事
例
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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窓史

革
新
主
義
時
代
の
福
祉
関
連
諸
政
策
1
1
老
人
ボ
ー
仏
や
児
童
養
護
施
設

の
整

備
、
女
性

・
児
童
労
働
の
制
限
、
義
務
教
育
制
度
の
拡
充
、
食
料

・
薬
品
の
安
全

性
の
管
理
、
公
衆
衛
生
の

(
思
想
と
設
備
の
)
充
実
1

は
、
離
婚
阻
止
が
直
接

の
目
的
だ

っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
家
族

へ
の
援
護
、
家
庭

の
負
担
の
軽
減

を
目
指
し
て
い
た

(
〔0
〕
噛
℃
や
α
o。
"
日O
Q。
占
bO
"
〔b◎O
〕
"
℃
°H
ωO
)。

施
策
の
背
景
に
、

頑
健
な
兵
士
の
確
保
と
い
う
帝
国
主
義
的
見
地
に
も
立

っ
た
国
民
の
健
康

へ
の
配

慮
や
、
育
児

・
家
事
関
連
商
品
の
売
り
込
み
を
画
策
す
る
資
本
主
義
の
も
く
ろ
み

が
あ

っ
た
と
し
て
も
。
結
果
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
政
策
は
家
族
本
来
の
役
割
、
と

り
わ
け
福
祉
的
な
機
能
や
責
任
を
さ
ら
に
奪
う
こ
と
に
な
る

(
〔届
〕
"
歹
お
H)。

し
か
し
、
こ
の
趨
勢
を
、
公
的
領
域

に
よ
る
私
的
領
域
の

一
方
的
な
侵
食
と
見

な
す
こ
と
は
、
正
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、

一
八
八
〇
年
代
以
降

の
育
児

書
の
氾
濫

(
〔置
〕
"
づ
』
ω
)
は
、
育
児

の
重
要
性
に
対
す
る
社
会
的
圧
力
の
高
ま

り
に
母
親
が
屈
し
た
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
年
長
世
代
を
欠
く
核
構
造
だ

っ
た
こ

と
に
く
わ
え
、
中
産
階
級

の
家
族
が
、

郊
外
生
活
で
近
隣
と
の
交
流
を
失
い
、
子

供
の
教
育
を
重
視
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
家
族
の
機
能
の
収
縮
に
は
内
か
ら
の
圧

力
も
あ

っ
た
。

「家
族

の
防
衛
」
を
掲
げ
、
政
治
の

「家
政
化
」
を
標
榜
す
る
こ

と
で
、
女
性
参
政
権
運
動
が

一
九

一
〇
年
頃
か
ら
急
速
に
前
進

し
始

め
た
事
実

(
〔H
HH

娼
」
α
ご

〔犀
〕
》
や
ω
①囲)
を
こ
こ
に
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、

公
的
領
域
と
私

的
領
域
の
境
界
線
が
ず
れ
始
め
て
い
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

こ
の
ず
れ
は
、
家
族
の
あ
り
様
を
め
ぐ

っ
て
す
で
に
進
行
し
て
い
た
。
先
に
引

用
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
事
は
、

「子
供

の
多
い
家
族
は
離
婚
に
対
す
る
防
御
壁
で

あ
る
」
と
し
て
、
家
族
規
模
の
縮
小
を
離
婚
増
加
の
原
因
と
決
め
つ
け
て
も
い
た

(
〔ω〕
"
や
○。心
)
。

こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
離
婚
と
出
生
率
低
下
が
同
じ
く
ら
い
深

刻
に
、
し
か
も
不
可
分
な
も
の
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
世
紀
末
、
移
民
排
斥
主
張
に
も
煽
ら
れ
て
、
外
国
生
ま
れ
と
そ
の
子
孫
が

支
配
的
集
団
に
な
る
と
の
不
安
が
出
現
し
、

「
民
族
の
自
殺
」
と
し
て
表
現
さ
れ

た
の
は
、

そ
の
よ
う
な
懸
念
の
深
甚
さ
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
よ
う

(
〔O
〕
層
や

ω
O
い
〔置
ど

や
凸
)
。
離
婚
と
同
様
、
出
生
率
低
下
に
も
な
ん
ら
か
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
。

南
北
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
中
絶
と
避
妊
の
禁
止
と
い
う
方
針
で
臨
ん
だ
。

そ
の
先
頭
に
立

っ
た
の
が
、

「猥
褻
文
芸
な
ら
び
に
不
道
徳
用
品
の
販
売
と
流
通

を
禁
止
す
る
法
」

(
一
八
七
三
年
)
の
制
定

・
施
行
に
尽
力
し
た
ア
ン
ソ

ニ
ー

・

カ
ム
ス
ト

ッ
ク
で
あ
る
。
中
絶
と
避
妊
を
猥
褻
概
念
で
括
る
発
想
に
は
、
本
人
の

性
的
強
迫
観
念
は
措
く
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ

っ
た
。

一
八
六
〇
年
代

以
降
、
商
業
的
大
衆
文
化
が
従
来
の
自
粛
を
放
棄
し
て
性
的
関
心
を
商
品
化
し
た

こ
と
、
急
速
な
経
済
発
展
が
、
国
内
農
村
部
や
外
国
か
ら
多
く

の
独
身
男
性
を
都

市
に
引
き
よ
せ
た
こ
と
、
通
信
網
の
発
達
や
第

二
種
郵
便
制
度
の
制
定
も
加
わ

っ

て
、
安

っ
ぼ
く
扇
情
的
な
小
説
が
市
場
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ
る

(
〔ω〕
》
℃
ワ
ωα

ム
9

〔り
〕
"
や
ωに
い
〔に
〕
"
づ
喝
呂゚
◎。占
O
)。

し
か
し
、

こ
の

「
猥
褻
」

の
定
義
は
、

出
産
や
若
者

の
教
育

(
「悪
書
」
の
排

除
)
な
ど
本
来
、
家
族

の
私
的
領
域
に
属
す
る
問
題
の
在
処
を
曖
昧
な
も
の
に
し

た
。
『
秘
め
事
』
は
、
中
絶
問
題
や
カ
ム
ス
ト

ッ
ク
法
を
通
じ
て
、
性
の
問
題
が
、

プ
ラ
イ
ヴ
ア
タ
イ
ズ

中
産
階
級
に
お
い
て
は

「私

化
」
さ
れ
て
ゆ
く

一
方
で
、
公
的
領
域
に
移
動

し
始
め
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
猥
褻
取
締
法
な
ど

一
連
の
規
制
の
試
み
は
、
と

り
わ
け
体
面
を
重
ん
じ
る
中
産
階
級
に
沈
黙
を
強
制
し
、
他
方
、
市
場
経
済

の
論

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

理
は
、

「
猥
褻
な
」
文
芸

・
道
具
や
情
報
、
娯
楽
施
設
を
通
じ
て
、
性
的
事
柄
を

私
的
な
場
で
あ
る
家
庭
か
ら
引
き
ず
り
出
し
た
。
こ
う
し
て

一
九
世
紀
最
後

の
四

半
世
紀
に
は
、

「プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
念
が
、
性
の
商
業
化
と
心
地
悪
げ
に
共
存
」
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アメリカのヴィクトリアニズムと中産階級

す
る
こ
と
に
な

っ
た

(
〔H
H〕
"
梦
H①
①)
。

も
と
も
と
微
妙
な
均
衡
に
依
拠
し
て

い
た
こ
の
共
存
は
、
す
ぐ
に
不
安
定
さ
を

増
し
て
ゆ
く
。
社
会
純
潔
運
動
が
性
病

や
売
春

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
性
の
問
題

を
公
的
な
も
の
に
し
た
か
ら
で
あ
る

(
口
α〕
"
"
歹
ドO卜◎あ
ρ

卜∂
Oo。あ
O曾

〔b◎
N〕
)。

性
に
関
す
る
沈
黙
の
べ
ー
ル
を
打
破
し
た
こ
の
運
動
は
、
性
道
徳
革
命
の
先
駆
と

も
な

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
売
春
を
男

の
性
欲
の
は
け
口
と
し
て
公
認
す
る
二
重

規
範
が
批
判
さ
れ
、
カ
ム
ス
ト
ッ
ク
の
影
響
力
の
消
滅
に
よ
る
避
妊
の
知
識
と
情

報
の
普
及
も
加
わ

っ
て
、
性
行
為
を
夫
婦
間
に
限
定
す
る
動
き
が
加
速
し
た
か
ら

で
あ
る

(
〔H
昌
"
や
ド
09

〔H
ω〕
℃
づ
℃
°①
Φ
10。O
)。

こ
こ
に
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

愛
情
の
完
成
と
し
て
の
結
婚
と
い
う
伝
統
的
理
想
が
現
実
化
す
る
条
件
が
整
い
、

結
婚
願
望
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
こ
と
に
な

っ
た
。

パ
ブ
リ
ツ
ク

「共
存
」
の
動
揺
を
考
察
す
る
際
、

さ
ら
に
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
公
的

つ
ま

り
商
業
的
娯
楽

(
〔口
〕
ら

のα)
の
発
展
と
と
も
に
、
性

の
商
業
化
が
進
行
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

エ
レ
ン
バ
ー
グ
の
見
通
し
が
示
唆
的
で
あ

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
娯
楽

・
遊
興
施
設
に
お
け
る
階
級

・
人
種

・
性
に
よ
る
隔
離

が
進
む
の
は
、

一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
こ
と
だ

っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
八
三
〇
年

代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表
す
る
パ
ー
ク
劇
場
で
は
、
職

工
は
平
土
間
、
上
流
階

級
と
女
性
は
ボ

ッ
ク
ス
席
、
売
春
婦

・
下
層
階
級

・
黒
人
は
天
井
桟
敷
と
い
っ
た

具
合
に
、
階
層
や
職
種
に
よ

っ
て
場
所

は
異
な

っ
て
い
た
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る
人

々
が
同

一
の
劇
場
で
同
時
に
上
演
を
楽
し
ん
で
い
た

(
〔お
〕
"
や
届
や

〔曽
〕
"
や

8
臣)
。

そ
の
状
況
は
世
紀
半
ば
に

一
変
す
る
。
上
流

・
中
産
階
級

は
正
統
演
劇
、

コ
ン

サ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
な
ど
高
踏
文
化
の
施
設
や
私
的
な
社
交
に
撤
退
し
、
下
層
階
級

は
バ
ラ
に
テ
ィ
、ゲ
バ
ー
レ
ス
ク
な
ど
の
大
衆
演
劇
、
酒
場
、
売
春
宿
、
ダ

ン
ス

・

ホ
ー
ル
に
蝟
集
す
る
よ
う
に
な
る
。
売
春
宿

・
酒
場
な
ど
大
衆
娯
楽

の
施
設
に
出

か
け
る
こ
と
は
、
男
性
に
は
ー

そ
れ
ほ
ど
頻
繁
で
な
け
れ
ば
1

黙
認
さ
れ
た

が
、
良
家

の
子
女
に
は
体
面
を
汚
す
行
為
以
外
の
な
に
も

の
で
も

な
く

な

っ
た

(
〔昌
〕
博
選

。゚。
レ
ト。
占
合

ロ
㊤〕
'
竈

N゚
P

自
hW
〔N
ド〕
"
℃
°ド
o。)
。
自
宅
や
同
じ
階
層

の
友
人
宅
が
、
女
性
に
公
認
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
気
晴
ら
し
の
場
と
な
る
。

居
間
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
女
性
が
統
括
す
る
女
性

の
た
め
の
空
間
に
な

り
、
男
は
ま
す
ま
す
遠
ざ
か

っ
て
ゆ
く
。

ま
ず
経
済
生
活
や
政
治
活
動

の
面
で
、
公
私
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
配
分
さ
れ
た

中
産
階
級
の
男
女
は
、
性
的
な
も
の
を
含
む
娯
楽
の
次
元
で
も
同

じ

経
験

を
し

た
。
し
か
し
、
内
と
外
の
境
界
は
、

一
九
世
紀
後
半
が
進
む
に
つ
れ
不
分
明
の
度

合

い
を
増
し
て
ゆ
く
。
領
域
区
分
に
依
存
す
る
二
重
規
範
も
そ
の
拘
束
力
を
喪
失

す
る
。
た
と
え
ば
、

一
八
七
〇
年
代
頃
か
ら
出
現
す
る
百
貨
店
は
、
消
費
を
掌
る

女
性
を
街
の
中
心
部

へ
と
駆
り
出
さ
ず
に
は
い
な
い
。
遊
園
地
、
ダ

ン
ス
・
ホ
;

ル
、
映
画
館
な
ど
の
商
業
的
な
娯
楽
施
設
は
、
と
り
わ
け
若

い
男
女
に
と

っ
て
魅

力
的
な
も
の
に
映
る
。
市
電
や
後
に
は
自
動
車
が
彼
ら
の
行
動

の
範
囲
を
広
げ
て

も
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
男
女
交
際
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な

る
。

第

三
章

ヴ

ィ
ク
ト
リ

ア

ニ
ズ

ム
の
終

焉

中
産
階
級
の
男
女
関
係
に
お
い
て
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
と
並
ん
で
重

要
だ

っ
た

の

は
、
懇
ろ
で
な
い
こ
と
、
形
式
的
な
堅
苦
し
さ
で
あ
る

(
〔お
〕
"
℃
°①
o。)
。

「中
産

階
級
的
体
面
の
砦
」
(
〔N
〕
"
や
H①
)、
『
L
H
J
』
の
若
い
読
者
か
ら
の
質
問

へ
の

回
答
欄
は
、
懇
ろ
へ
の
警
告
に
充
ち
て
い
る
。
若
い
男
性
に
キ
ス
を
許
す
の
は
、

き

っ
と
後
悔
す
る

「
懇
ろ
な
行
為
」
、
「ど
こ
に
至
る
か
わ
か
ら
な
い
懇
ろ
へ
の
転
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窓史

落

道

L

で
あ

り

、

若

い
男

性

を

洗

礼

名

で

呼

ぶ

と

い

っ
距
き

つ
か
げ

か
ら

始

ま

る

「
懇

ろ

は
侮

蔑

を

育

む
」

こ
と

に

な

る

か

ら
行

う

べ
き

で

は

な

い

し
、

「
若

い
男

女

の
間

に
懇

ろ
が

許

さ

れ

る

よ

う

な

ゲ

ー

ム

〔
キ

ス
と

り

ご

っ
こ
〕
」

の
善

悪

は

自

分

た

ち

で

判

断

で
き

る

は

ず

で

あ

る

(
刈
l
O

(
諺
β
σq
μ
。。
O
O
y

署

゜
H
ρ

b。
禽

刈
l

H
O

(
ω
Φ
唱
二

。。
⑩
o
ソ

℃
b
食

"
占

N

(
Z
。
<
°
ド
。。
8

ソ

や

ω
b。
い
。。
山

(
u
。
。
レ

。。
O
o
)
℃

ワ
這
)
。

し
か
し
、
こ
の
種
の
質
問
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
事
実
が
な
に
ょ
り
、
中
産
階

級
の
娘
た
ち
が
男
友
達
に
写
真
を
与
え
、
キ
ス
を
許
し
、
洗
礼
名
で
呼
び
あ

っ
て
、

フ

オ

ロ

マ

懇
ろ
な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
よ
う
。
実
際
、
堅
苦
し

ルい
男

女

交

際

の
象

徴

と

も

い
う

べ

き

シ

ャ
ペ

ロ
ン
に

つ
い

て
、

依

然

と

し

て
多

く

が

語

ら

れ

て

は

い

る
が
、

そ

れ

を

「
必

要

な
制

度

と
考

え

る
若

い
淑

女

は

ア

メ
リ

カ
全

体

で
千

人

も

い
な

い
」
と

の
諦

念

を
込

め

た
記
事

も

、
同

時

期

の

『
L

H

J

』

に

は
掲

載

さ

れ

て

い

る

(
。。
山

N

(
Z
o
<
°
H
O。
⑩
ド
ソ

や

①
)
。

「
中

産

階

級

的

体

面

の

砦
」

は
、

な
ぜ

形

式

に

こ
だ

わ

っ
た

の

か
。

未

婚

の
男

女

間

に

「
間

違

い
」

が

あ

っ
て

は

な

ら

な

い

か
ら

だ

し

、

男

女

交

際

が

結

婚

を
前

提

に

し

て

い

た

か

ら

で
も

あ

る

(
〔Φ
〕
博
b
℃
°
遍
O
山

①
)
。

ね
で
リ
ソ
グ

中
産
階
級
の
男
女
交
際
は

「訪
問
し
と
い
う
形
を
取

っ
た
。
そ
の
お
膳
立
て
を

す
る
の
は
娘
の
母
親
で
、
具
体
的
手
続
き
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
結
婚
可
能
年

齢
ー

本
格
的
な
交
際
開
始
年
齢
を

一
六
歳
と
し
て
い
る
研
究
書
も
あ
る
が
、

一

八
か
ら

一
九
歳
が
適
切
な
年
齢
と
す

る
文
献
も

あ

る

(
〔Φ〕
"
や
曾

卜
竃

○。
歯

(
冒

p

ド
・。
潭

ソ

や

ド
b。
い
〔謡

〕
℃
娼
゜
目

G。
)

1

に

な

っ
た
女

性

は
、

一
人

前

で

あ

る

こ
と
を
示
す
べ
く
髪
を
結
い
上
げ
、
社
交
界
に
デ
ビ

ュ
ー
す
る
。
何
人
か
の
若
者

か
ら
訪
問

の
、

つ
ま
り
交
際
の
申
込
み
が
あ
る
。
母
親
の
眼
鏡
に
か
な

っ
た
者
の

み
が
そ
れ
を
許
さ
れ
る
。

最
終
的
に
は

一
人
に
絞
り
込
ま
れ
、

二
人
は
あ

く
ま

・で

一
定
の
範
囲
内
で
よ
り
親
密
な
交

際
を
行
い
、
結
婚

に
至

る

(
〔N
H

サ
届
静

〔㊤〕
"
ワ
ド
鼠
)
。

婚
約
が
公
け
に
さ
れ
て
か
ら
は
、

二
人
だ
け
で
よ
り
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と

も
認
め
ら
れ
る

(
〔卜。
占
"
℃
℃
°◎。乍
o。刈
)
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
基
本
的
に
女
性
宅
の

居
間
や
玄
関
が
交
際
の
場
だ

っ
た
。
当
然
、
女
性
の
家
族
の
監
視
の
目
が
光

っ
て

い
る
。
リ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
、
家
族
が
寝
静
ま

っ
た
後
、
朝
の
三
時
四
時
ま
で
二

人
き
り
で
過
ご
す
事
例
も
多
か
っ
た
と
、
監
視
の
微
弱
な
い
し
不
在
を
示
唆
す
る

研
究
者
も
い
る

(
ロ
。。〕
》
喝
゜
ド①0
)
が
、

机
上

の
空
論
な
い
し
女
性
の
論
理
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
の
男
性
に
し
て
み
れ
ば
、
強
い
圧
力
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
娘
で
あ
れ
そ
の
母
親
で
あ
れ
女
性
の
主
導
権
の
も
と

に
、
私
的
な
場
で
堅
苦
し
く
営
ま
れ
る
と
い
う
の
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
ア
メ
リ

カ
の
男
女
交
際

の
原
則
だ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
原
則
は
女
性
に
も
圧
力
と
な
る
。
家
庭
を
神
聖
化
す
る
社
会
理
念

が
、
結
婚
以
外
の
選
択
肢
を
認
め
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「南
北
戦
前
期

セ
ン

ト
ル
イ
ス
の
女
性
と
危
険
な
階
級
」
に
よ
れ
ば
、

「
明
白
な
自
活

の
手
段
」
を
欠

き
、

「
あ
て
も
な
く
徘
徊
す
る
」
の
を
目
撃
さ
れ
た
独
身
女
性
は
浮
浪
罪
で
逮
捕

さ
れ
た
。

刑
法
制
度
の
不
備

(
女
性
犯
罪
者
に
適
用
で
き
る
罰
則
の
欠
如
)
、

急

速
な
経
済
発
展
に
よ
る
社
会
混
乱
、
浮
浪
罪
の
定
義
の
曖
昧
さ
な
ど
特
殊
な
事
情

も
あ

っ
た
し
、
売
春
宿
に
属
さ
な
い
自
営
の
娼
婦
の
摘
発
が
そ
の
主
目
的
だ

っ
た

が
、

「都
市
で
ひ
と
り
暮
ら
す
女
性
は
、
社
会
の
許
容
範
囲
を
越
え
て
い
る
」
と

の
通
念
も
反
映
さ
れ
て
い
た

(
〔H〕
噂
娼
℃
.刈
ω↓
め
刈蒔
α
ー心↓
)
。
中
産
階
級

の
未
婚
女

性
が
、
両
親
に
全
面
的
に
依
存
す
る
存
在
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る

(
〔O
〕
"
℃
°HO。)。

世
紀
末
に
な

っ
て
も
、
親
や
夫
と
暮
ら
し
て
い
な
い
女
性
を
危
険
視
す
る
、
端

的
に
は
売
春
婦
扱
い
す
る

「伝
統
」
は
存
続
し
て
い
た
。

一
八
八
九
年
、
七
人
の

・e
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若

い
女
性
が
、

ニ
ュ
L
ヨ
ー
ク
の
貧
民
街
に
セ
蚤

ウ
ル
メ
ン
ト
を
開
い
た
と
き
、

そ
こ
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
地
回
り
の
警
察
官
だ

っ
た
。
新
し
い
売
春
宿
が
開
店

し
た
と
勘
違

い
し
た
彼
は
、
賄
賂
を
要
求
す
る
た
め
に
立
ち
寄

っ
た

の
で
あ
る

(
口
O〕
"
や
員
)。

セ
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
活
動
が
当
時
、
大
学
出
の
若
い
女
性
に
と

っ

て
、
体
面
を
保
ち
な
が
ら
行
え
る
数
少
な
い
選
択
肢
で
あ
り
、
改
革
の
道
を
選
ん

だ
女
性

の
多
く
が
独
身
を
貫
い
た

(
〔ぱ
〕
り
や
ドミ
)
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

こ
の
逸
話
は
重
要
な
意
味
合
い
を
帯
び

て
く
る
。

一
九
世
紀
末
ま
で
、
独
身
女
性

は
正
当
な
中
産
階
級

の
一
員
で
は
な
か

っ
た
。

男
性
の
場
合
、
結
婚

へ
の
圧
力
は
女
性
ほ
ど
に
は
強
く
な
か
っ
た
が
、
上
に
み

た
よ
う
に
、

求
愛
中
は
別
の
圧
力
に
晒
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が

場
合
に
ょ

っ
て

は
、
独
身
の
選
択
に
つ
な
が

っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
実
際
、
家
庭
に
入
る
こ
と
で

「女
性
化
」
す
る
こ
と
を
恐
れ
、

結
婚
を
回
避
し
た
男
た
ち
が
い
た

(
〔嵩
〕
℃
ワ

鴇
占
⑩)
。
結
婚
反
対
論

の
代
表
が
ド
ナ

ル
ド

・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
『
独
身
男
性
の
夢
想
』

で
あ
る

(
初
版
は

一
八
五
〇
年
だ
が
、
今
世
紀
に
な

っ
て
も
版
を
重
ね
て
い
た
か

ら
、

一
九
世
紀
後
半
を
通
じ
て

一
定
の

影
響
力
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
)。
著

者
に
よ
れ
ば
、
結
婚
は
男
を
女
性

の

「
捕
虜
」
に
し
、
妻
は

「あ
な
た
の
生
活
を

引
き
裂
く
」
存
在
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
悲
惨

の
た
め
に
、
な
ぜ
独
身
生
活
の
自

律
と
自
由
を
放
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か

(
〔①
〕》
℃
°ω9

〔頴
〕
"
や
HO①
)
。

こ
の
懸
念
は

「男
ら
し
さ
」

の

(
喪
失
と
い
う
)
危
機
に
由
来
し
た

(
〔H①
〕
"

鼻
巷

気
)。
そ
れ
が
な
に
ょ
り
、
法
人
化

に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
集
団
、
巨
大
な

機
構
の
歯
車
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
目
的
意
識
も
明
確
な
方
向
感
覚
も
達
成
感
も

な
し
に
、
惰
性
的
に
働
く
ホ
ワ
イ
ト

・
カ
ラ
ー
に
特
有
な
現
象
だ

っ
た
こ
と
は
、

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
〔嵩
〕
"
題

・
HO
ω
㍉
ドG。
い
〔H
O。〕
"
娼
℃
・お
ー
α翻

〔N
ご
も
℃
・

心
捨
心
甲
島
)。

し
か
し
、

キ
メ
ル
の
近
著
は
別
の
解
釈
を
提
示
す
る
。
そ
の
議
論

セ

ル

ワ
　
メ
イ

ド

の

サ
ソ

の
前
提
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
優
雅
な
貴
族
、
英
雄
的
な
職
人
、
成
り
上
が
り
男

(
「
独
立
独
行
の
男
」
が
定
訳
だ
が
、
キ
メ
ル
の
定
義
に
従
う
)
と
い
う
三
つ
の
男

性
類
型
が
ア
メ
リ
カ
人
の
思
考
を
支
配
し
て
き
た
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
(
〔嵩
〕
"

℃
℃
°Φ
i
ミ
)。

第
三
の
類
型
が
、

一
八
三
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
人
男
性
の
具
体
的
モ
デ
ル

に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
土
地
の
所
有
、
職
人

・
商
人

・
農
民
と
し
て
の
自
営
と
い

う
具
体
的
な
身
許
保
証
を
も
ち
、
自
分
の
地
位
に
関
し
て
不
安
を
も
た
な
か

っ
た

前
二
者
と
違
い
、
そ
の
成
功
は
自
明
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
'資
本
主
義
の
発
展

と
そ
れ
が
解
放
し
た
無
限
の
機
会
が
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
。
平
等

の
機
会
が
成
功
と
失
敗
の
可
能
性
を
も
平
等
に
し
た
か
ら
、
男
た
ち
は
不
安
定
で

不
安
な
状
態
に
お
か
れ
た
。
男
ら
し
さ
が
成
功
で
測
定
さ
れ
る
も
の
な
ら
、
成
り

上
が
り
は
最
初
か
ら
、
男
ら
し
さ
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
不
安
を

解
消
す
る
に
は
、
自
分
の
成
功
を
社
会
的
に
認
知
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
(
〔罵
〕
"

娼
℃
°P

悼
G。歯
①
)
。

社
会
的
認
知
は
ど
う
す
れ
ば
得
ら
れ
る
の
か
。
キ
メ
ル
は
、
労
働

の
場
で
証
明

さ
れ
る
も

の
と
瞹
昧
な
表
現
し

か
し

て

い
な

い
。
よ
り
具
体
的
な
手
段
は
外
見

で
、
男
た
ち
は
髭
や
口
髭
を
の
ば
し
、

女
性
的
な
服
装
を
避
け
た

(
〔嵩
〕
℃
℃
歹

N
ρ

ω
c。り
①
O
)
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ニ
ズ
ム
の
要
因
が
体
面
だ

っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
瑣
末
な
も
の
で
は
な
い

(
〔H①H

電

ド゚ω
幽1
ωご

〔N
ご
噂
娼
ω゚卜。
)
と
は
い
え
、

も

っ
と
確
実
な
証
明
手
段
が

あ

っ
た
。

外
観

・
内
実
と
も
に
充
実
し
た
家
で
あ

る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
期
以
降
、
肉
体
労
働
者
と
中
産
階
級
は
、
住
宅
に
お
い
て
明
確

な
相
達
を
示
し
始
め
る
と
指
摘
し
た
の
は
、
ブ

ル
ー
ミ
ン
だ

っ
た
。
街
中
の
下
宿

屋
や
集
合
住
宅
に
暮
ら
す
前
者
と
、
郊
外
に
三
階
建
て
の
自
宅
を
も

つ
後
者
の
相

違
は

一
目
瞭
然
だ

っ
た

(
〔呂
"
娼
や
Hω
P

ドお
ム
α)。
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そ
の
家
屋
が
純
粋
に
私
的
な
空
間
に
な
り
、
社
交
の
場
、

「
文
明
化
」
の
舞
台

で
あ
る
居
間
が
そ
の
中
心
に
位
置
し
た

こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
大
邸

宅
で
は
な
い
に
せ
よ
、
見
苦
し
く
な
い
住
居
に
ふ
さ
わ
し
い
家
族
構
成
が
不
可
欠

だ

っ
た
こ
と
も
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

構
築
物

・
人
間
関
係
と
し

て

の

「家
」

が
、

中
産
階
級
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面

で
規
制
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。

そ
れ

ゆ

え
、
家

・
家
庭

・
家
族
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
に
と

っ
て
も
、
息
苦
し
い
も

の
に
な
り
え
た
。
家
が
彼
の
城
館
で
あ

る
の
な
ら
、
世
紀
末
、
男
は
不
在
領
主
に

な
り
つ
つ
あ

っ
た

(
〔昌
〕
"
b
°＄
)。

友
愛
結
社
や
大
衆
娯
楽
施
設
が
男
の
避
難

所
と
し
て
機
能
し
た
所
以
で
あ
る
が
、
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
。

世
紀
末
に
お
け
る

「男
ら
し
さ
」

の
危
機
が
、
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
の
な

ら
、

ミ
ッ
チ

ェ
ル
の
懸
念
は
誇
張
で
は
な
い
し
、

二
〇
世
紀

へ
の
転
換
期
を
挾
む

半
世
紀
が

「
独
身
者

の
時
代
」
に
な

っ
た
こ
と
に
不
思
議
は
な
い
。
他
方
、
敢
え

て
結
婚
し
、
中
産
階
級
的
家
族
を
新
た
に
作
ろ
う
と
す
る
若
者
に
は
、
男
女
交
際

の
主
導
権
を
奪
還
す
る
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
自
己
主
張
に
な

っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
女
性
の
家
庭

の
居
間
で
は
な
く
、
商
業
娯
楽
施
設

(
遊
園
地
、
映
画
館
、
ダ

ン
ス
・
ホ
ー
ル
)

に

二
人
き
り
で
出

か
け
、

二
人
分

の
費
用
を
も
つ
こ
と
で
、

「扶
養
者
」
と
し
て
の
本
来
の
役
割
を
取
り
戻
す
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
申
産
階
級

の
若
者
に
急
速
に
普
及
す
る
新
し
い
男
女
交
際

の
形
態
、
デ
ー
ト
の
意
義
は
こ
こ

に
も
あ

っ
た

(
〔卜。
H

娼
や
♪

NO
lN
ω
い
〔曽
〕
℃
℃
°b。"
)
。

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
風
俗
に
し
て
も
、
女
性
の
同
意
が
な
け
れ
ば
不
可
能
だ

っ
た
し
、

女
性
が
主
導
権
を
握

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る

(
〔ド⑩〕
"
℃
°c。麟
)
。

エ

レ
ン
バ
ー
グ
に
ょ
れ
ば
、

一
九

一
〇
年
代
初
頭
、
キ
ャ
バ
レ
ー
や
キ
ャ
フ

ェ
が
午

後

に
ダ
ン
ス

・
タ
イ
ム
を
設
定
し
て
、
市
当
局
や
良
識
派
市
民
を
憂
慮
さ
せ
た
。

未
婚

・
既
婚
を
問
わ
ず
良
家
の
若
い
女
性
が
、
街
の
女
た
ち
と
と
も
に
、
店
に
雇

わ

れ

た
移

民

の
下
層

階

級

出

身

の
ダ

ン
サ

ー
を

相

手

に
踊

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

彼

68ー

パ
イ
レ
ロ
ト

女
た
ち
が
そ
の

「
タ
ン
ゴ
海
賊
」
と
性
的
関
係
を
も

っ
た
か
ど
う
か
は
、
さ
し
あ

バ
ブ
リ
ツ
ク

イ

ン

フ

オ

ほ

マ

ル

た
り
重
要
で
は
な
い
。

「公
然
の
非
公
式
的
な
雰
囲
気
」
に
浸
り
、
そ
れ
を
積
極

的
に
楽
し
ん
だ
こ
と
に
彼
女
た
ち
の
罪
が
あ

っ
た

(
〔旨
〕
植
℃
b
気
早
○。
曾

〔悼
〕
"
や

HQ。
静

〔卜。
昌
"
聴

9HOや
O
刈)
。

一
九
〇
七
年
十
月
の

『
L
H
J
』

に

は
示
唆
的
な
助
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(
bO蒔
占
ρ

℃
°①O
)。
有
料
の
娯
楽
施
設
に
男
性
を
誘

っ
て
よ
い
か
と
の
質
問
に
、

費
用
を
負
担
す
る
の
は
男
性
だ
か
ら
、
決
し
て
や

っ
て
は
い
け
な
い
と
。

こ
こ
に

は
デ
ー
ト
の
経
済
学
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
積
極
的
な
態
度
も
示
さ
れ
て
い
る
。

私
的
で
堅
苦
し
く
形
式
尊
重
的
な
男
女
関
係
は
廃
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
女
性
が
強
制

さ
れ
て
き
た
受
動
性
を
拒
否
し
始
め
て
い
た
。
男
女
交
際
に
お
け
る
非
公
然
性
と

形
式
尊
重
は
、
体
面
や
性
別
役
割
分
担
、
広
い
意
味
で
の
二
重
規
範
を
反
映
す
る

も
の
だ

っ
た
が
、
女
性
に
は
飽
き
足
ら
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
た
。
結
婚
の
唯

一

正
当
な
根
拠
が
情
熱
的
な
愛
情
で
あ
る
の
な
ら
、
な
ぜ
も

っ
と
懇
ろ
で
あ

っ
て
は

い
け
な
い
の
か
。

以
上
に
み
た
推
移
は
、
社
会
進
出
、
離
婚
率
の
上
昇
、
参
政
権
の
前
進
な
ど
と

と
も
に
、
女
性
が
伝
統
的
な
領
域
設
定
線
を
越
境
し
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

な
ぜ
女
性
が

「越
境
」
の
主
導
権
を
握
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
は
多
様
な
政
治

的

・
経
済
的

・
社
会
的
要
因
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
を
紹
介
し
、
統
合
的
な
解
釈
を

提
示
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
大
ま
か
な
見
通
し
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
。
中
産

階
級

の
価
値
観
が
女
性
に
私
的
領
域
し
か
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
理

由
は
見
出
せ
よ
う
。
女
性
は
、
公
私
の
使
い
分
け
、
内
と
外
の
二
面
性
に
悩
ま
さ

れ
て
い
な
か

っ
た

(
〔ドQ。〕
"
。冨
や
α
)。

そ
れ
ゆ
え
、

自
分
に
課
さ
れ
た
役
割
に

不
満
を
感
じ
た
と
き
、
私
的
領
域
の
自
然
拡
張
と
い
う
形
で
、
伝
統
的
な
領
域
区



ア メ リカ の ヴ ィ ク トリア ニ ズ ム と中 産 階級

分
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

女
性
が
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア

ニ
ズ
ム
解
体

の
先
陣
を
切

っ
た
と
い
う
見
通
し
は
、
目

新
し
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
公
私
の
領
域
の
境
界
線
を
踏
み
越
え
、
従
来

の
線

引
き
を
ず
ら
す
作
業
が
内
な
る
存
在
に
と

っ
て
よ
り
容
易
だ

っ
た
と
い
う
の
は
、

「常
識
的
に
」
も
わ
か
り
易
い
理
屈
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の

「
反
逆
」

の
社
会
的

背
景
に
は
、
本
論
で
略
述
し
た
も
の
以
外
に
も
、
育
児
か
ら
の
相
対
的
解
放
、
消

費
者
資
本
主
義
の
展
開
に
よ
る

「生
活
水
準
の
向
上
し、

女
性

の
性
愛

へ
の

(社

会
と
女
性
自
身
の
)
眼
差
し
の
変
化
、
健
康

・
若
さ
崇
拝
、
家
政
学
の
普
及
な
ど

多
様
で
複
合
的
な
要
素
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
出
揃
う
の
は
世
紀
末

の
こ

と
だ
か
ら
、

こ
の
時
期
に
伝
統

へ
の
抵
抗
が
表
面
化
し
た
の
も

不
思
議

で

は
な

い
。し

か
し
、
よ
り
主
体
的
な
要
因
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
世
紀
末
に
お
け
る

女
性
の
漠
と
し
た
不
安

の
理
由
を
、
社
会
的
活
動

へ
の
意
欲
を
か
き
立
て
た
高
等

教
育
と
社
会
進
出
を
認
め
な
い
現
実
と

の
対
立
に
見
出
す
解
釈

(
口
O〕
"
℃
°ω
①慵

〔置
〕
℃
℃
°悼
に
)
は
、

一
つ
の
見
通
し
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。
ま
た
、
男
性
が
中
産

階
級
と
し
て
の
地
位
を
達
成

・
確
保
す

る
に
際
し
て
、
女
性
が
果
た
し
た
役
割
も

考
慮
す
ぺ
き
で
あ
る
。
彼
ら
に
長
期
の
教
育
を
可
能

に
し
た
の
は
、
家
族

の
女
性

(
母
親

・
姉
妹
)
の
犠
牲
的
な
支
援
だ

っ
た
か
ら
、
女
性
の
伝
統
的
な
役
割

の
放

棄
は
、
男
の
立
場
を
危
う
く
し

「
男
ら
し
さ
」
の
危
機
を
招
く
由

々
し
き
事
態
だ

っ
た

(
〔H①
〕
"
℃
°H①
H謹

〔bδ
ω〕
"
や
ド謁
{)
。

こ
の
二
つ
の
展
望
は
-

中
産
階
級

の
若

い
未
婚
女
性
が
自
己
犠
牲
に
嫌
気
が

さ
し
、
大
学
に
進
学
し
て
自
分
が
お
か
れ
て
い
る
立
場
の
矛
盾
を
認
識
し
た
と
い

っ
た
具
合
に
ー

、
単
純
に
統
合
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
時
間
的

前
後
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
土
ハ通
点
を
探
る
と
、
中
産
階

級
の
生
活
に
ゆ
と
り
が
生
じ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
特
定
の
歴
史
事
象

の
説
明
と
し
て
は
、

有
効
性
を
ほ
と
ん
ど
主
張
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

さ
し
あ

た

り
、

「捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
」
存
在
だ

っ
た
が
ゆ
え
に
、
不
自
然
で
厳
密
な
公
私

の
領
域
区
分
を
自
ら
に
課
す
し
か
な
か

っ
た
中
産
階
級
が
、
社
会
的

・
経
済
的
安

定

と
と

も

に
、
そ

の
負
担
に
耐
え
切
れ
な
く
な

っ
た
と
い
う
見
通
し
を
提
示
し

て
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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